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●「読者の声」を募集しています。

職場などでの感動的なエピソード，困っている

問題，また弊誌への感想をお寄せください。掲

載者には粗品を差し上げます。

E-mail　kangokanri@igaku-shoin.co.jp

twitter　http://twitter.com/kangokanri

● 診療報酬・介護報酬同時改定項目とその意味

―2025年に向けて考える医療

●  [ 座談会 ]看護職の勤務負担軽減と看護補助者の活用のマネジメント

―「急性期看護補助体制加算」「夜間看護配置加算」にどう対応するか

ほか

特集

こう変わる！
診療報酬・介護報酬同時改定
4月号に続き，診療報酬改定を受け，その各項目に対応しつつも，

それだけに振り回されず，将来に向けた着実な一歩を踏み出すための

考え方を紹介する。

●仕事と家庭の両立について思うこと
　仕事を続けていくとき，仕事と家庭の両立が一番

難しい課題でした。欲張って両方ともがんばってや

ろうとすると，余計にダメでした。どちらも中途半端

になってしまいます。私は，車で通勤するときに，気

持ちの切り替え，頭のなかの切り替えをしていました。

家を出てからは仕事のこと，病院を出てからは家族

のことを考えるようにしていました。最初は上手くい

きませんでしたが，習慣ができてくると，落ち込ん

だときも気持ちが切り替わり，家のことに集中するこ

とで，ストレスも減ってきました。

　子どもたちが小さいときは，夫の両親と同居して

いたことも，育児や家事の助けになったように思い

ます。子どもたちにとって家族が多いことは良いこと

ですし，母親に合わせて朝早く起きて出かける必要

もなくなります。今の若い夫婦は，あまり親世代と同

居しないようですが，条件が整えば，働く女性にとっ

て同居はよいことだと思います。中途半端な妻・母

でしたが，家族の協力のお陰で，少しの喧嘩や言い

争いぐらいで仕事を続けることができました。

（大垣市民病院　師長　　山本洋子）

読者の声

●今号は大きな制度改正２テーマを取り上げました。

この春はまさに有為転変。制度は変わりますが，働

いているスタッフの人自体は変わりませんので，ス

タッフの頭の中を変えなくてはいけません。特に，

新しい看護師制度に関しては，それぞれの理解・思

想が複雑に絡み合い一筋縄ではいかないでしょう。

でも，待ったなしの状況がやってきています。現場

が右往左往してしまわぬよう，政府をはじめ関係機

関に期待すべきところ大です。（金子）

●今月と先月に連続して『女って大変。働くことと生

きることのワークライフバランス考』の書評を掲載

しました。看護管理者はスタッフのＷＬＢについて

考える立場ではありますが，その管理者自身のＷＬ

Ｂはどうなのでしょうか。取材先などでお会いする

看護管理者は皆とても精力的で，エネルギーに満ち

ていらっしゃるので，これまで考えたことがありま

せんでした。忙しいなか仕事と生活を両立する秘訣

を教えてもらいたいものです。（西窪）

編集後記

●   地域における大学病院の役割―来る少子多死時代に向かって　荻野美恵子
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●   特定看護師の役割拡大の効果に関する研究　前原彩乃，藤内美保
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